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次の～の問いに答えなさい。

　次の～の問いにそれぞれ答えなさい。

　を計算せよ。

　











を計算せよ。

　 



 を計算せよ。

　
  

  
を解きなさい。

　次の図において， のとき，の大きさを求めなさい。





 

　次の式を因数分解しなさい。

　　　　　　　　　　　　　　 
     

　次のとの関係について，がの次関数であるものをすべて選びなさい。

　のリボンからのリボンを本切り取ったときの残りの長さをとする。

　底辺が，高さがの三角形の面積を  とする。

　の道のりを，時速で走ったときにかかる時間を時間とする。

　下の表は，年のさつまいもの収穫量を表したものである。鹿児島県の収穫量は全

　国の収穫量の何％にあたるか。小数第位を四捨五入して答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

鹿児島 トン

茨城 トン

千葉 トン

宮崎 トン

徳島 トン

合計 トン

　底面の半径が，母線の長さがである円錐について，表面積を求めなさい。
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次の～の問いに答えなさい。

　次のかのどちらかを選択して答えなさい。

　次の方程式を解きなさい。

　　　　　　　　　　　　  

　次の図において，直線，，は平行で，

　　　　，　

　であるとき，の長さを求めなさい。

　右の図において，点，は，それぞれ正五角形の頂

　点を，さいころの出た目の数だけ左回りにつずつ順に動く点で

　ある。いま，大小個のさいころを同時に回だけ投げて，大き

　いさいころの出た目の数だけ点は頂点から動き，小さいさ

　いころの出た目の数だけ点は頂点から動くものとする。こ

　のとき，点，がともに正五角形の同じ頂点で止まる確率を

　求めなさい。

　右の図のように，直線上に点がある。

　点でに接する円をつ作図しなさい。

　兄弟人で友人にプレゼントするため，兄は所持金の



を，弟は所持金の




を出し

　合って円の品物を買った。このとき，残りの所持金は人とも同じであった。

　人の最初の所持金の金額を，それぞれ求めなさい。
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カードの色 赤 青 黄 白 

数 字 1 2 3 4 

記 号 + － × ÷ 

 

 

次のⅠ，Ⅱの問いに答えなさい。

　Ⅰ　生徒人にテストを行ったところ，得点が次のようになった。

　　　　　　　　　　，，，，

　　　人の得点について，範囲と平均値はそれぞれ何点か。

　　　人の得点を再度点検すると，人の点数が誤りであることが分かった。そこで，

　　　その生徒の得点を訂正したところ，人の得点の平均値は点，中央値は点にな

　　　った。誤っていた得点と訂正後の正しい得点をそれぞれ書け。ただし，平均値は四

　　　捨五入などはされていないものとする。

Ⅱ　箱の中に赤色，青色，黄色，白色の枚のカードが入っている。この箱の中からカー

　ドを枚ずつ回続けて取り出し，回目，回目に取り出したカードの色をそれぞれ記録

　する。ただし，取り出したカードは元に戻さないものとする。

　　　カードの取り出し方は，全部で何通りあるか。

　　　下の表のように各カードの片面には数字が，もう片面に記号がそれぞれつずつ書

　　　かれている。取り出した枚のカードについて，「回目に取り出したカードの数字」

　　　「回目に取り出したカードの記号」「回目に取り出したカードの数字」の順に書

　　　き並べ式を作り，計算した値をとする。例えば，回目に黄色のカードを取り出

　　　し，回目に赤色のカードを取り出したときは，＝＝となる。となる確

　　　率を求めなさい。
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図のように，である直線と，である直線がある。直線と軸，

軸との交点をそれぞれ点，とし，直線と軸，軸との交点をそれぞれ点，とす

る。また，軸上に点をとり，点から軸と平行に直線を引き，直線との交点を点，

点より軸と平行に直線を引き，直線との交点を点とする。また，点から軸と平行

に直線を引き，軸との交点を点とする。このとき，次の各問いに答えよ。

　点の座標を求めよ。

　点を通り，△の面積を

　二等分する直線の式を求めよ。

　を延長し直線との交点をとする。：＝：となるとき，点の座標を求

　めよ。

　四角形が正方形になるとき，点の座標を求めよ。
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次のⅠ，Ⅱの問いに答えなさい。

Ⅰ　下の図で，正方形は，正方形を，頂点を回転の中心として，時計の

　針の回転と同じ向きに開店移動したものである。また，，はそれぞれ線分と辺

　，との交点である。このとき，になることを証明しなさい。

Ⅱ　右の図で㎝，㎝の平行四辺形

　において，の二等分線がと交わる点を，

　の延長線と交わる点をとする。

　　の長さを求めなさい。

　　＝のとき，の長さを求めよ。

　　下の図のように，平行四辺形の対角線とを引きその交点をとする。

　　また，との交点をとする。その時，△の面積は△の何倍になるか。


